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【森林整備課】

【番号１１】 林道開設事業 高越二戸線

【番号１０】 林道開設事業 神野玉笠線



徳島県の森林・林業について
主要指標

ha

全国１０位
林野率７５．６％

森林総数

３１４，８７３ha

国有林

５．９％

民有林

９４．１％

９４．１％が民有林

人工林

６１．７％

民有林面積

２９６，２５７ha

天然林

３５．７％

竹林等

２．５％

６１．７％が人工林



林業をとりまく情勢
成熟した森林の状況
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林業プロジェクトについて

林業プロジェクトの展開

林業再生プロジェクト
（Ｈ１７～Ｈ１８）

林業飛躍プロジェクト
（Ｈ１９～Ｈ２２）

次世代林業プロジェクト
（Ｈ２３～Ｈ２６）

新次元林業プロジェクト
（Ｈ２７～Ｈ３０）

木材加工分野

林業生産分野

木材利用分野

◆県産材生産量 H16:174千m3 → H30：371千m3

◆「新林業生産ｼｽﾃﾑ」導入数 H30:66ｾｯﾄ

◆新規林業就業者数 H30:381人

◆「とくしま林業アカデミー」の開講 H28.4

◆県産材の自給率 H16:22%→H30:58.3%

◆徳島県県産材利用促進条例 H25.4施行

主な成果



①県内需要 ②木 育 ③県外需要・海外輸出

令和元年～令和4年

■県産材の生産・消費量
■新規林業就業者数(累計)

H16:１７万m3
H16:－人

H29:３７．５万m3
H29:３５２人

R10:７０万m3
R10:８００人

Ｒ6:６０万m3
Ｒ6:５４６人

戦略目標

行動計画

川上（林業生産）

川下（木材利用）

川中（木材加工） 林内路網整備目標
R1 7,780km
↓
R4 8,310km

年整備目標 177km
うち林道 １５ｋｍ/年

H30実績 6,780km

①森林施業 ②生産基盤（林内路網の延長） ③担い手

①加工体制 ②流通体制 ③商品開発

スマート林業プロジェクト



林道が担う役割

174 178 190 214 219 197 206
243 264

292 279
324

353 375 371
1,724

1,748
1,769

1,788
1,805

1,819
1,834 1,847 1,859

1,876
1,894

1,915
1,931

1,956 1,966

1,600

1,650

1,700

1,750

1,800

1,850

1,900

1,950

2,000

0

50

100

150

200

250

300

350

400

H16 H17 H18 H19 H20 H21 H22 H23 H24 H25 H26 H27 H28 H29 H30

林
道

延
長(km

)

生
産

量(

千m
3)

林道開設延長と県産材生産量の推移

県産材生産量 林道延長

林業再生

プロジェクト
林業飛躍プロジェクト 次世代林業プロジェクト 新次元林業プロジェクト

スマート林業

プロジェクト



林道が担う役割

高性能林業機械の導入

・生産性向上

・森林整備の推進 地方創生
・労働条件の改善
・安全性の向上

保健休養
レクリエーション

地域の生活道として

地域交通の改善



林道の概要
複合路網のイメージ

～林道の位置付け～

A集落
B集落

林業専用道

森林作業道

林 道

国・県道等

国・県道等



林内路網の概要
複合路網のイメージ

～林道の位置付け～

林 道

林業専用道

森林作業道



令和元年度 徳島県公共事業評価委員会

１１ 林道開設事業 高越二戸線

１０ 林道開設事業 神野玉笠線



林道 高越二戸線
位 置 図

高越二戸線

国道４９２号

県道三ツ木宮倉線
市道桑柄線

幅 員 ３.５ｍ～４.０ｍ
延 長 １６,４００ｍ
総事業費 ４,８９６,３００千円
事業期間 ４７年間

（Ｈ６～Ｒ２２）

利用区域面積 １,１６７ｈａ
（利用区域内の人工林率＝５６％）

全体計画 16,400ｍ

未開設区間

L=11,618m
供用済

L=2,683m
供用済

L=2,099m

進捗率 29.2％

終点

起点

市

猿飼工区 木屋平工区



評価対象林道における
森林資源・森林整備状況
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利用区域の森林資源状況（齢級別） 利用区域の齢級別森林資源状況

利用区域

面積（ha） 面積（ha） 材積（m3） 面積（ha） 材積（m3）

1,167 285.07 16,949 22.00 3,300

森林整備実績 森林整備計画森林整備計画（今後5ヵ年）



費用対効果分析

評価期間（８７年間）＝事業期間（４７年間）＋耐用年数（４０年間）

総費用（Ｃ）＝４７億５，７８５万１千円

総便益（Ｂ）＝６７億９，０７３万１千円

費用対効果指数（Ｂ／Ｃ）＝１．４３

林道 高越二戸線



林道開設事業（森林基幹道）　　高越二戸線
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林道 高越二戸線

林道の遠景（起点側：猿飼工区）

林道猿飼線

林道高越二戸線 林道開設予定区間

林道開設済区間

猿飼地区

起点



林道 高越二戸線

林道の遠景（終点側：木屋平工区）

林道開設予定区間

林道高越二戸線

林道開設済区間

終点

県道三ツ木宮倉線



林道 高越二戸線
起終点の状況

起点

起点

終点



林道 高越二戸線
森林整備状況

間伐された森林の状況 林道を利用した主伐の状況



林道 高越二戸線

補強土壁工＋根株チップの施工 丸太伏工の施工状況

コスト縮減及び環境負荷低減への取組

丸太伏工

舗装止め丸太

視線誘導杭



令和元年度 徳島県公共事業評価委員会

１０ 林道開設事業 神野玉笠線

１１ 林道開設事業 高越二戸線



林道 神野玉笠線
位 置 図

神野玉笠線

幅 員 ３.５ｍ～４.０ｍ
延 長 ８,６８２ｍ
総事業費 ２,１９４,８００千円
事業期間 ２６年間

（Ｈ７～Ｒ２）

利用区域面積 ５１０ｈａ
（利用区域内の人工林率＝７９％）

進捗率 ９５．８％起点

終点

全体計画 8,682ｍ

供用済

L=2,483m

供用済

L=5,835m

未開設区間

L=364m

林道 神野内妻線

国道１９３号

町道玉笠線
町道大山線



費用対効果分析

評価期間（６６年間）＝事業期間（２６年間）＋耐用年数（４０年間）

総費用（Ｃ）＝３４億３，８３２万９千円

総便益（Ｂ）＝４１億９，５７６万４千円

費用対効果指数（Ｂ／Ｃ）＝１．２２

林道 神野玉笠線



林道開設事業（森林基幹道）神野玉笠線
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